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山
本
の
コ
タ
山
と
い
う
小
地
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

諏
訪
神
社
の
大
杉
と
コ
タ
山 

 
 

上
記
の
地
形
図
は
、
美
濃
加
茂
市
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
か
ら
一
部
引
用
し
た
部
分
図
で
、
川
辺
町
と
の

境
界
に
あ
る
諏
訪
神
社
の
境
内
北
に
あ
る
小
地
名

と
、
市
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
杉

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
タ
山
と
い
う
小
地
名

は
、
ま
こ
と
に
難
解
で
、
つ
い
最
近
ま
で
ほ
ぼ
不
明

と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
東
部
の
境
界
に
あ
る
小
地
名

「
段
ノ
浦
」
は
、
「
段
」
は
「
諏
訪
の
段
」
と
し
て

金
山
記
に
も
出
て
く
る
河
岸
段
丘
の
名
称
で
あ
る
。

「
浦
」
は
裏
と
い
う
感
じ
を
好
字
に
変
換
し
た
も
の

で
、
「
諏
訪
の
段
丘
の
裏
手
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

諏
訪
神
社
の
本
殿
に
向
か
っ
て
東
に
参
詣
用
の
道
路

(

祭
り
の
際
に
南
北
に
分
か
れ
た
山
車
が
引
か
れ
る)

が
あ
り
、
そ
の
北
側
が
「
コ
タ
山
」
と
い
う
地
名
で

あ
る
。
写
真
参
照 

 
 

「
コ
タ
山
」
は
、
ま
っ
た
く
意
味
の
不
明
な
小
地

名
で
解
釈
が
困
難
で
あ
る
。
「
入
会
段
ノ
浦
」
と
「
北
上
野
」

に
挟
ま
れ
た
土
地
で
、
北
は
川
辺
町
に
接
す
る
。
「
山
」
は

よ
い
と
し
て
も
「
コ
タ
」
と
い
う
地
名
は
ど
こ
か
ら
来
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
「
コ
タ
」
と
発
音
す
る
場
合
は
「
湿

地
・
泥
地
」
を
示
す
が
、
神
社
の
側
に
鑑
み
れ
ば
「
古
田
・

神
田
」
な
ど
、
そ
れ
ら
し
い
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
神
明
神

社
と
諏
訪
神
社
の
間
の
谷
筋
に
当
た
り
、
台
地
か
ら
の
水
が

抜
け
る
環
境
と
高
位
段
丘
の
風
化
土
壌
が
流
れ
て
「
泥
地
」

を
形
成
し
た
た
め
「
コ
タ
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
則
光
見
聞
記
に
よ
れ
ば
、
神
田
万
六
氏
が
七
十

歳
の
お
り
、
諏
訪
神
社
訴
訟
称
す
る
原
因
を
記
す
と
い
う
項

目
の
中
に
、
「
小
田
山
御
供
田
」
と
い
う
地
名
が
出
て
く
る
。

「
コ
タ
」
と
い
う
呼
称
に
「
小
田
」
と
い
う
漢
字
を
あ
て
て
お
り
、
「
御
供
田
」
は
神
社
に
奉
納
す
る
も

の
を
供
給
す
る
水
田
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
神
田
と
い
う
見
解
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


